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その進展からなり，図 1に挙げた因子が影響すると考え
られる。特に自動車用変速機歯車が使用される過酷な環
境下では，ミッション油が歯面を正常に潤滑したとして
も歯面温度は鋼材の焼戻温度程度まで昇温するとさ
れ

2），多くの研究者が耐ピッチング性能は 573K焼戻硬さ
と相関性があると報告している3）。
　ところで歯車に用いられる表面硬化処理は，高温下で
プロパンやブタンガスを用いて表層に炭榛 velopment of new gear steels with enhanced 
gear tooth pitting properties.

■特集：線材・棒鋼 FEATURE : Wire Rod and Bar Steels
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ずれも 50μm深さ位置）。
　窒素をほとんど含有しない浸炭処理においては，ショ
ットピーニング後の硬さには差異がないものの，573K



増大する（図 9）。
　また Si を 0.5％含有した Steel F は，焼ならし時の冷却
速度などを適正化することによってベイナイト組織を抑
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